
※黒字は必修科目、茶字は選択必修科目です。

※３つのポリシー（AP,CP,DP）の対応関係は色によって示しています。

 医療技術学部臨床検査学科　カリキュラムツリー　

５．地域・医療福

祉への貢献力

医療福祉連携の重

要性を理解し、地

域における人々の

疾病予防、健康・

自立に貢献できる

４．問題発見・解決

力

科学的探究心を備え、

臨床検査学に関わる

諸問題を発見し、必

要な情報を収集・評

価して論理的思考を

もとに解決策を提示

できる。

３．コミュニケー

ション能力

患者とその関係者、

医療チームのメン

バーを尊重し、臨床

検査技師として医療

を担うための的確な

情報交換ができる

１．責任感と倫理感

普遍的な教養を身に

付け、医療従事者と

しての強い責任感と

高い倫理観を持つこ

とができる。

２．プロフェッショ

ナリズム・リーダー

シップと判断力

臨床検査学の専門的

知識・技能・態度を

修得し、医療の遂行

にあたって専門性を

生かしたリーダー

シップを持ち適切な

状況判断によって臨

床医学に貢献するこ

とができる。

臨

地

実

習

事

前

実

習

臨

地

実

習

１ 年 次

医療安全管理学

医療安全管理学実習

臨床検査総合管理学演習

移植・細胞療法

卒業研究

チーム医療（多職種連携）

関係法規

専門基礎分野

専門分野

専門基礎分野

専門基礎分野

専門基礎分野

臨床病態学概論

専門分野

１．普遍的な教養と高

い倫理観を涵養するた

めのカリキュラムを編

成し、成果は科目試

験で評価する。

２．臨床検査技師に求

められるプロフェッ

ショナルとしての知識

と技術を修得し、医療

における専門の立場か

らのリーダーシップを

発揮し適切に状況を判

断するためのカリキュ

ラムを編成し、成果

は科目試験、実地試

験、臨床実習評価報

告で評価する。

３．チーム医療に必要な協

調性と患者及びその関係者、

医療スタッフとのコミュニ

ケーション能力をもち信頼

関係を構築できる能力を涵

養するためのカリキュラム

を編成し、成果は科目試験、

実地試験、口頭試験、レ

ポートで評価する。

４．臨床検査学に関わる

諸問題を発見し、必要な

情報を収集・評価して論

理的思考をもとに解決で

きる能力を涵養するため

のカリキュラムを編成し、

成果は科目試験、実地

試験、臨床実習評価報

告で評価する。

５．多様性のある社会

に対応し、地域におけ

る人々の疾病予防、健

康・自立に貢献できる

能力を涵養するための

カリキュラムを編成し、

成果は科目試験で評価

する。

アドミッションポリシー

（AP）カリキュラムポリシー

（CP） ３ 年 次 ４ 年 次２ 年 次

英語Ⅱ

コミュニケーションの基礎

社会心理学

ドイツ語

英語Ⅰ

基礎分野

情報リテラシー基礎

情報リテラシー応用

臨床病態学概論

解剖学実習

生化学実習

微生物学実習

病理学実習

医学概論

薬理学

生理学実習

病理学実習

医用工学実習

臨床病態学Ⅱ

臨床病態学演習

血液検査学Ⅰ

血液検査学Ⅱ

病理検査学Ⅱ

血液検査学実習Ⅰ

血液検査学実習Ⅱ

病理検査学実習Ⅰ

病理検査学実習Ⅱ

一般検査学実習

医動物学実習

臨床化学検査学実習Ⅰ

遺伝子染色体検査学実習

生理機能検査学実習Ⅰ

病理学

病理学実習

病態薬理学

認知機能検査学

公衆衛生学

臨床病態学Ⅰ

病理検査学Ⅰ

チーム医療（多職種連携）

チーム医療（多職種連携）

医療安全管理学実習

臨床検査総合管理学演習

卒業研究

専門基礎分野

専門基礎分野

専門分野

チーム医療（多職種連携）

専門基礎分野

専門分野

専門分野

専門分野

専門基礎分野

基礎分野

専門分野

専門基礎分野

１～４年次におけるカリキュラム

臨床栄養学

専門基礎分野

養成する人材像 ディプロマポリシー

（DP）

〇普遍的な教養

を有する

〇医療従事者に

ふさわしい責任

感と倫理観を有

する

〇臨床検査学

の専門的知

識・技能を有

する

〇専門性を生

かしたリー

ダーシップと

適切な状況判

断力を有する

〇患者とその関

係者、医療チー

ムのメンバーと

適切にコミュニ

ケーションを図

ることができる

〇医療現場にお

いて的確な情報

交換をすること

ができる

〇科学的探究

能力を有する

〇臨床検査学

に関わる諸問

題に対し、論

理的思考をも

とに解決策を

導くことがで

きる

〇社会におけ

る医療福祉連

携の重要性を

認識できる

〇人々の疾病

予防、健康・

自立に貢献で

きる

１．生命の尊

厳と医学にお

ける倫理観を

理解し、医療

に携わりたい

という意志を

有する

２．臨床検査

学を学ぶのに

必要な基礎学

力を持ち、自

ら学修しよう

という強い意

志と向上心を

有する

３．他者の意

見を聞き、ま

た自らの意見

を他者に的確

に説明するこ

とができる

４．問題解決

にあたって、

自ら主導的な

役割を果たそ

うとする意欲

を有する

５．臨床検査

学の知識や技

能を用いて社

会に貢献しよ

うとする意欲

を有する

臨床病態学演習

血液検査学実習Ⅰ

血液検査学実習Ⅱ

病理検査学実習Ⅰ

病理検査学実習Ⅱ

臨床化学検査学実習Ⅱ

免疫検査学実習

輸血・移植検査学実習

微生物検査学実習Ⅰ

微生物検査学実習Ⅱ

生理機能検査学実習Ⅱ

生理機能検査学実習Ⅲ

専門分野

医学概論

臨床検査学への誘い

微生物学実習

臨床分析化学

免疫学

微生物学

専門基礎分野

解剖学

医学概論

臨床検査学への誘い

微生物学実習

医療情報科学

解剖学実習

生化学

臨床分析化学

免疫学

生理学

生化学実習

微生物学

専門基礎分野

臨床病態学Ⅰ

一般検査学実習

臨床化学検査学Ⅰ

遺伝子染色体検査学

生理機能検査学Ⅰ

病理検査学Ⅰ

医動物学

臨床化学検査学実習Ⅰ

遺伝子染色体検査学実習

生理機能検査学実習Ⅰ

一般検査学

免疫検査学

微生物検査学Ⅰ

臨床検査総合管理学Ⅰ

専門分野

臨床病態学Ⅱ

血液検査学Ⅱ

病理検査学Ⅱ

臨床化学検査学Ⅱ

輸血・移植検査学

微生物検査学実習Ⅰ

生理機能検査学Ⅲ

臨床検査総合管理学Ⅱ

臨床病態学演習

血液検査学実習Ⅰ

病理検査学実習Ⅰ

臨床化学検査学実習Ⅱ

輸血・移植検査学実習

微生物検査学実習Ⅱ

生理機能検査学実習Ⅱ

救急救護法

血液検査学Ⅰ

血液検査学実習Ⅱ

病理検査学実習Ⅱ

免疫検査学実習

微生物検査学Ⅱ

生理機能検査学Ⅱ

専門分野

基礎化学

情報リテラシー基礎

英語Ⅱ

コミュニケーションの基礎

法学

基礎物理学

情報リテラシー応用

ドイツ語

社会心理学

スポーツ

基礎数学

英語Ⅰ

生命倫理

社会学

基礎分野

解剖学

解剖学実習

医学概論

専門基礎

分野


